
ふれあいバスの改善方針について

ふれあいバス実証運行の実績（平成２１年７月～平成２２年３月）

ふれあいバスの実証運行による効果

課題整理と改善方針の作成

ふれあいバス３路線の全体収支率は、３９．２％と平成１９年度実績３５．５％と比較すると３．７％向上ふれあいバス３路線の全体収支率は、３９．２％と平成１９年度実績３５．５％と比較すると３．７％向上

周辺地域から通勤定期利用者が見られた。

アンケート調査や利用実態等を踏まえ、ふれあいバスの課題整理を図る。

ふれあいバスの改善に向けた方針を定め、利便性や効率性のバランスに配慮した、地域の実情に合った公共交通を構築。ふれあいバスの改善に向けた方針を定め、利便性や効率性のバランスに配慮した、地域の実情に合った公共交通を構築。

●● ふれあいバス３路線の実績

ふれあいバスの運行により交通弱者に対する移動手段を確保するなど一定の効果を挙げている。ふれあいバスの運行により交通弱者に対する移動手段を確保するなど一定の効果を挙げている。

周辺地域からの通勤・通学の確保

収支率の向上や空白地域の解消など、一定の効果があるものの、連携計画に定める収支率の目標数値に達成していない。
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周辺地域からの地元尾鷲高校への通学定期利用者の増加。（Ｈ20年度４人→Ｈ21年度10人）

公共交通空白地域の解消

ふれあいバス（尾鷲地区）の利用者に対して実施したアンケート結果によると、公共交通空白地域であった「光ヶ丘」居住の利用者が最も多かった。
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ふれあいバスの課題整理及び改善方針

課題 改善方針

●平成21年度の利用実態を踏まえ、利用の少なかった路線を縮小し、利用者にとってわ

かりやすい路線を構築する（路線の簡素化）

●現行の路線については、多くの利用ニーズに対応できるよう、
系統数が多い運行形態となっている。そのため、路線が複雑と
なっており、利用者にとってわかりにくいなど、乗車機会を逃
す要因となっている。

尾鷲地区尾鷲地区

八鬼山線
ハラソ線

八鬼山線
ハラソ線

●八鬼山線及びハラソ線の市街地方面への３便目の運行時間について、周辺地域を13時
頃に発車するダイヤを編成。（これにより市街地で２時間程度の滞在が可能）

●尾鷲高校の生徒の利用状況を調査し、影響がなければ、最終便を30分程度早める。

八鬼山線八鬼山線

●現行ダイヤについては、JRの下り列車との接続を優先したため、
午前７時のJR上り列車と連絡していない。

（八鬼山線沿線地区や古江地区からアンケート調査や市長の手紙等
を通じ多く寄せられている意見）

●JR上り列車（7時）に接続可能なダイヤを編成するため、始発便の時間を早める。

●始発便のみ古江地区から運行するよう路線を延長。

改善に向けたタイムスケジュール

●八鬼山線及びハラソ線の3便目の市街地方面行き（現行15:00頃市
街地に到着）を利用しても、その折り返しが市街地を16:00頃に出
発するため、滞在時間（約1時間）が短く利用しにくい。

●本路線を利用している通勤利用者の終業時間が18時頃であるため、

最終便を利用する際に待ち時間が長い。

交 通 パ ン フ レ ッ ト の 作 成

事 業 の 名 称 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協 議 会 の 開 催

基 本 方 針 を 踏 ま え た
路 線 ・ ダ イ ヤ の 素 案 作 成

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の
募 集 ・ 取 り ま と め

パブリックコメントを踏まえた
路 線 ・ ダ イ ヤ の 素 案 作 成

必要に応じて随時開催
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八鬼山線延長路線
（始発便のみ） 

ふれあいバス八鬼山線延長路線図 

三木里駅（7:14）・九鬼駅（7:19）のＪＲ上り列車

に連絡するダイヤを編成 
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